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RX62T 
MTU3相補 PWMモード 

要旨 
RX62Tグループは、8チャネルの 16ビットタイマを持つマルチファンクションタイマパルスユニット 3

（MTU3）を内蔵しています。 

動作確認デバイス 
RX62T 
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1. 仕様 
• 16ビット×8チャネル 
• 動作周波数 8～100MHz 
• [チャネル 0～4、6、7] 

⎯ コンペアマッチによる波形出力 
⎯ インプットキャプチャ機能 
⎯ カウンタクリア動作 
⎯ 複数のタイマカウンタ（TCNT）への同時書き込み 
⎯ コンペアマッチ／インプットキャプチャによる同時クリア 
⎯ カウンタの同期動作による各レジスタの同時入出力 
⎯ 同期動作と組えみ合わせることによる、最大 12相の PWM出力 

• [チャネル 0、3、4、6、7] 
⎯ バッファ動作を設定可能 

• [チャネル 3、4、6、7] 
⎯ チャネル 3と 4、もしくは 6と 7の連動動作による相補 PWM、リセット PWM動作で、正負 6相の信
号（計 12相 cc）の出力が可能 

⎯ 相補 PWMモードにおいて、タイマカウンタ値の山と谷、もしくはバッファレジスタ（MTU3_4.TGRD
およびMTU3_7.TGRD）書き込み時に、バッファレジスタからテンポラリレジスタへのデータ転送が
可能 

⎯ 相補 PWMモードでダブルバッファ機能を設定可能 
• [チャネル 3、4] 

⎯ チャネル 0と連動させて、相補 PWM、リセット PWMを用いた AC同期モータ（ブラシレス DCモー
タ）駆動モードが設定可能で、2種類（チョッピングもしくはレベル）の波形出力が選択可能 

• [チャネル 1、2] 
⎯ 個々に位相計数モードを設定可能 
⎯ カスケード接続動作が可能 

• [チャネル 5] 
⎯ デッドタイム補償用カウンタとして使用可能 
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図 1.1はマルチファンクションタイマパルスユニット 3（MTU3）のブロック図です。 

 

図1.1 MTU3のブロック図 
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表1.1 マルチファンクションタイマパルスユニット 3（MTU3）レジスタ 

TSTR タイマスタートレジスタ 
TOERA タイマアウトプットマスタイネーブルレジスタ A 
TGCRA タイマゲートコントロールレジスタ A 
TOCR1A タイマアウトプットコントロールレジスタ 1A 
TOCR2A タイマアウトプットコントロールレジスタ 2A 
TCDRA タイマ周期データレジスタ A 
TDDRA タイマデッドタイムデータレジスタ A 
TCNTSA タイマサブカウンタ A 
TCBRA タイマ周期バッファレジスタ A 
TITCR1A タイマ割り込み間引き設定レジスタ 1A 
TITCR2A タイマ割り込み間引き設定レジスタ 2A 
TITCNT1A タイマ割り込み間引き回数カウンタ 1A 
TITCNT2A タイマ割り込み間引き回数カウンタ 2A 
TBTERA タイマバッファ転送設定レジスタ A 
TOLBRA タイマアウトプットレベルバッファレジスタ A 
TCR タイマコントロールレジスタ 
TMDR1 タイマモードレジスタ 1 
TMDR2A タイマモードレジスタ 2A 
TIORH タイマ I/Oコントロールレジスタ H 
TIORL タイマ I/Oコントロールレジスタ L 
TIER タイマインタラプトイネーブルレジスタ 
TCNT タイマカウンタ 
TGRA タイマジェネラルレジスタ A 
TGRB タイマジェネラルレジスタ B 
TGRC タイマジェネラルレジスタ C 
TGRD タイマジェネラルレジスタ D 
TGRE タイマジェネラルレジスタ E 
TGRF タイマジェネラルレジスタ F 
TSR タイマステータスレジスタ 
TDERA タイマデッドタイムイネーブルレジスタ A 
TBTM タイマバッファ動作転送モードレジスタ 
TADCR タイマ A/D変換開始要求コントロールレジスタ 
TADCORA タイマ A/D変換開始要求周期設定レジスタ A 
TADCORB タイマ A/D変換開始要求周期設定レジスタ B 
TADCOBRA タイマ A/D変換開始要求周期設定バッファレジスタ A 
TADCOBRB タイマ A/D変換開始要求周期設定バッファレジスタ B 
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2. マルチファンクションタイマパルスユニット 3（MTU3）の相補 PWMモード 

2.1 相補 PWMモードの動作例 
相補 PWMモードでは、チャネル 3と 4、もしくは 6と 7を組み合わせて使用し、オーバラップのない正と
負の 3相 PWM波形（全体で 6相に相当）を生成することができます。またノン・オーバラップ時間を設定
しない PWM波形も可能です。 

このモードでは、MTIOC3B、MTIOC3D、MTIOC4A、MTIOC4B、MTIOC4C、MTIOC4D、MTIOC6B、MTIOC6D、
MTIOC7A、MTIOC7B、MTIOC7C、MTIOC7D端子が PWM出力端子となり、MTIOC3A端子とMTIOC6A端
子が PWMサイクルに同期したトグル出力となります。 

また、タイマカウンタMTU3_3.TCNT、MTU3_4.TCNT、MTU3_6.TCNT、MTU3_7.TCNTがアップ／ダウン
カウンタとして機能します。 

外部からの信号を使用して、PWM出力を直接カットオフすることも、ポートの機能としてサポートされて
います。 

図 2.1は相補 PWMモードの動作の一例を示しています。 

 

図2.1 相補 PWMモードの動作例 
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2.2 相補 PWMモードの設定手順の例 
図 2.2は相補 PWMモードの設定手順の一例を示しています。 

相補PWMモード

カウント動作停止

カウンタクロック、

カウンタクリア要因の選択

TCNT設定

チャネル間の同期設定

TGR設定

デッドタイム生成の有無を設定

デッドタイム、キャリア周期の

設定

PWM周期出力の許可、
PWM出力レベルの設定

相補PWMモード設定

ダブルバッファ機能の設定

波形出力の許可

カウント動作開始

 

図2.2 相補 PWMモードの設定手順の例 
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3. マルチファンクションタイマパルスユニット 3（MTU3）のレジスタ設定 

3.1 タイマコントロールレジスタ（TCR） 
TCRは個々のチャネルにおいてタイマカウンタ TCNTの動作をコントロールします。MTU3はチャネル 0
～4、6、7のそれぞれに 1個、全体で 10個の TCRレジスタを持っています。TCRの値の設定はタイマカウン
タ TCNTの動作が停止しているときに行わねばなりません。 

 

図3.1 TCR設定 

3.2 タイマジェネラルレジスタ（TGR） 
TGRは、16ビットの読み出し／書き込み可能なレジスタです。 

TGRA、TGRB、TGRC、TGRDレジスタはアウトプットコンペアもしくはインプットキャプチャレジスタ
として機能します。チャネル 0、3、4、6、7の TGRCと TGRDはバッファレジスタとして動作設定すること
もできます。TGRバッファレジスタは TGRAと TGRC、TGRBと TGRDが対応しています。 

 

図3.2 TGR設定 



RX62T MTU3相補 PWMモード 

R01AN0731JT0101  Rev.1.01  Page 8 of 12 
2011.09.21  

3.3 タイマデッドタイムイネーブルレジスタ（TDERA、TDERB） 
TDERAと TDERBは相補 PWMモードにおけるデッドタイムの生成を制御します。MTU3ではチャネル 3
とチャネル 6に対して、それぞれ 1個の TDERレジスタを持っています。TDERAおよび TDERBの値の変更
はタイマカウンタ TCNTの動作が停止しているときに行ってください。 

 

図3.3 TDERA設定 

3.4 タイマアウトプットコントロールレジスタ（TOCRA） 
TOCR1Aと TOCR1Bは、相補 PWMモードとリセット同期 PWMモードの PWM周期に同期したトグル出
力の許可／禁止、および PWM出力レベル反転の制御を行います。 

 

図3.4 TOCRA設定 
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3.5 タイマモードレジスタ（TMDR） 
TMDR1には個々のチャネルの動作モードを設定します。MTU3は、チャネル 0～4、6、7に対してそれぞ
れ 1個、全体で 7個の TMDR1を持っています。TMDR1の値の設定はタイマカウンタ TCNTの動作が停止し
ているときに行わねばなりません。 

 

図3.5 TMDR設定 

3.6 タイマアウトプットマスタイネーブルレジスタ（TOER） 
TOERAは出力端子MTIOC4D、MTIOC4C、MTIOC3D、MTIOC4B、MTIOC4A、MTIOC3Bの出力設定の許
可／禁止を選択します。 

TOERBは出力端子MTIOC7D、MTIOC7C、MTIOC6D、MTIOC7B、MTIOC7A、MTIOC6Bの出力設定の許
可／禁止を選択します。 

TOERのビットがセットされていないと、これらの端子には正しい出力が行われません。チャネル 3、4、6、
7に対しては、TIORレジスタの設定の前に TOERレジスタの設定を行ってください。 

 

図3.6 TOER設定 
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4. 実行結果 
図 4.1～図 4.3は、MTU3の fswが 20kHz、デッドタイム 2usの動作状況を示しています。図 4.1はMTU3
のデューティ比が 25%、図 4.2は 50%、図 4.3は 75%の動作例です。 

 
CH1: MTIOC4D出力 
CH3: MTIOC4C出力 

図4.1 MTU3デューティ比 25%出力 

 

 
CH1: MTIOC4D出力 
CH3: MTIOC4C出力 

図4.2 MTU3デューティ比 50%出力 
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CH1: MTIOC4D出力 
CH3: MTIOC4C出力 

図4.3 MTU3デューティ比 75%出力 

 

5. 結論 
実行結果で示されているように、マルチファンクションタイマパルスユニット 3（MTU3）を使用して、以
上のような相補 PWM動作を行うことができます。 
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ホームページとサポート窓口 
ルネサス エレクトロニクスホームページ 

http://japan.renesas.com/ 
 
お問合せ先 

http://japan.renesas.com/inquiry 
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製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本ドキュメントおよびテクニカルアップデートを参照してください。 

 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS 製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用

端子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI 周辺のノイズが印加され、LSI 内部で貫通電

流が流れたり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用

端子の処理」で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSI の内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定で

す。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子

の状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットの

かかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレス（予約領域）がありま

す。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしない

ようにしてください。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてくださ

い。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、

クロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子

（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定し

てから切り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してくださ

い。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部 ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電

気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量などが異なる場合がありま

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
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